
 
 
 
 
 
 
 

第 1679 回例会  

平成 23 年 11 月７日(月) 
18：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

 

１．開会点鐘       

２．国歌斉唱         「君が代」 

３．ロータリーソング     「奉仕の理想」 

４．出席報告 

会員総数 60 名 出席者数 39 名 

  出席率 65.00％ 前回修正出席率 66.67％ 

 

５．会長スピーチ      会長 田村 健治 君 

 皆さん今日は。昨日、台湾か

ら帰ってきました。彰化東南ロ

ータリークラブとの姉妹クラ

ブ締結（更新）をしてきました。

桑添国際奉仕委員長、委員の寺

下君の 3 人と一緒に彰化東南

ＲＣのメンバーと親交を深め

てきました。 

 11 月 3 日に関空から台北に

向けて出発。台北からはバスで彰化市へ移動しました。

途中、新竹市に立ち寄り、昼食を取りました。また、

新竹市の産業であるガラス展示館を視察し、夕方に彰

化市に到着しました。 

夜には合同例会に参加し、姉妹クラブの調印をしま

した。来賓に彰化市長も来られ、盛大に懇親会が開か

れました。また、地元の新聞社の取材もあり、インタ

ビューを受けました。 

２日目の 11 月 4 日は、朝から彰化東南ＲＣのメン

バー１０人と親睦ゴルフを楽しみ、夜は彰化懸のＩＭ

に参加しました。また、日本からは岐阜県の淡墨ＲＣ

の５人のメンバーも参加し、交流しました。突然、ス

ピーチを求められ驚きましたが、なんとか無事に終え

られました。 

３日目は新幹線で台北に移動。桑添さんの仕事のパ

ートナーの孔さんが台北市を案内してくれて、高層ビ

ルの「台北 101」を見学しました。 

 

 

 

６．幹事報告         幹事 山畑 弥生 君 
○楠部 賢計君に米山奨学会から感謝状贈呈   
 
７．委員会報告          

○親睦活動委員会 例会終了後、委員会を開きますの

で委員の方は残ってください。 

 

８.閉会点鐘 

 
次回例会 

  第 1676 回例会 23 年 11 月 14 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 12：30～ 
  ゲスト卓話 和歌山ダルク代表 和高 優紀様  
 
 
 
 
     Happy birthday 

 
 
○会員誕生日 

 １日 谷口 誠也君   ３日 山野  明君 

 ４日 前田 洋三君   ９日 吉田 昌生君 

１４日 奥村 匡敏君  ２７日 深谷 政男君 

２９日 岩井 克次君 

○奥様誕生日 

  １日 山名 道代様  １２日 千賀 基子様 

２０日 朝井 郁子様  ２１日 林  美紀様 

 ２６日 木地 チズヨ様 

○結婚記念日 

  １日 寺下  卓君   ３日 田村 健治君 

  ３日 上田 善計君   ５日 宮田 貞三君 

  ５日 三木 正博君   ８日 岩井 克次君 

 １２日 奥村 匡敏君  １６日 楠部 賢計君 

 ２１日 花田 宗弘君  ２２日 中村 雅行君 

 ２２日 中村 俊之君  ２７日 林 孝次郎君 

２７日 田岡 郁敏君 

○一般ニコニコ 
桑添  剛君   田村会長、寺下君と姉妹クラブ締

結の調印式に行ってきました。ご

苦労様でした。 

田村 健治君   台湾訪問に際し、桑添さん、寺下

さん、お世話になりました。 
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寺下  卓君   台湾・彰化東南ＲＣの姉妹クラブ

締結の調印式に参加しました。田

村会長、桑添国際奉仕委員長に大

変お世話になりました。 

三木 正博君   みなさん、有難う。 

 

台湾・彰化東南ロータリークラブ（姉妹クラブ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒険を再び... 

元奨学生がカヤックで英国横断 
 

元ロータリー奨学生、ピーター・ウールジーさんは、

70 歳にして野心的な冒険に乗り出しました。 

1965-66 年度国際親善奨学生として米国に留学した

ウールジーさんは、募金のために一人でカヤックに乗

り、湖水地方からロンドンまでの約 640km を下りまし

た。結果として、高齢者支援の活動「Age UK」のため

に 2,500 米ドルを

集めることができ

ました。 

17 歳の時に運河や

テムズ河を下る冒

険をしたというウ

ールジーさん。以後、

生涯を通じて情熱

を持ち続け、今回、

70 歳の記念に再び

パドルを握る決心

をしました。 

「目標を達成する

上で年齢は問題に

ならない」と話すウ

ールジーさんは、若い頃、趣味が高じてアウトドア団

体に携わり、マンチェスター大学を卒業後、南仏の地

中海沿いの町ミラマーに水上スポーツ・センターを設

立しました。奨学生時代の 25 歳の時、継父に招待さ

れて英国ダラム州にあるロータリークラブを訪れた

ことがきっかけとなり、ウールジーさんは奨学生とな

りました。選出の際、留学先の地元クラブをすべて訪

れ、スピーチの依頼にすべて応えることを約束したそ

うです。彼は約束を守り、ペンシルバニア大学のワー

トン・スクールに留学中、84 クラブと 4 つの地区大

会でスピーチをしました。留学後はその経験を生かし、

MBA を取得したフランスのビジネススクールとワー

トン・スクールの協力関係を築きました。この努力の

おかげで、今日、学生はこの 2つの学校で授業を受け

ることができます。ウールジーさんはその後、英国、

フランス、オランダ、スイスに展開する出版業に携わ

り、ヨーロッパ複数国の顧客を管理する販売管理シス

テム（POS システム）を導入しました。さらに、北欧

全土およびバルト諸国のビジネスを対象とした銀

行・保険業務用ソフトウェアの供給会社を設立しまし

た。ウールジーさんはエストニア滞在中、英語を使用

言語とするロータリークラブの創立会員となりまし

た。しかし、3年前に英国に戻ってからは、肺炎をこ

じらせ、度重なる出張の都合もあり、新たなクラブへ

の入会もなかなか思い通りに行っていないそうです。 

カヤックとカヌーは、どんな年齢層の人でも楽しめ

る、素晴らしいスポーツだとウールジーさんは話しま

す。「一人で風呂に入れるなら、カヌーにだってきっ

と乗れるよ」といつもアドバイスしています。 

ロータリー財団プログラムに参加した人たちのため

のニュースレター「リコネクションズ」の受信を申し

込み、ぜひお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年 5 月 6～9 日 

”微笑みの国”タイ 

バンコク 
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